
 

  

 品 目 対前月 今月価格 先月価格 備考 銘柄・規格 単位 

1 はくさい  24.6 28.3 
ほぼ茨城産でした 

 100ｇ 

2 きゃべつ  29.3 22.7  100ｇ 

3 長ねぎ  72.0 64.1 ほぼ埼玉産でした  100ｇ 

4 ほうれん草  106.1 94.4 ほぼ道内産でした  100ｇ 

5 トマト  76.7 79.1 道内産が増えてきました  100ｇ 

6 じゃがいも  46.4 42.2   100ｇ 

7 玉ねぎ  47.1 37.8 前年同月比約 2 倍の価格  100ｇ 

8 にんじん  41.7 34.8 ほぼ道外産に替わりました  100ｇ 

9 れんこん  185.0 148.6   100ｇ 

10 キウイフルーツ  141.3 151.4 すべてﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ産でした グリーンキウイ 1 個 

11 まがれい  88.8 81.4 苫小牧産が増えてきました 中型 100ｇ 

12 さんま  151.0 147.2   100ｇ 

13 いか  164.4 388.5 苫小牧産が出回り出しました するめいか（真いか） 100ｇ 

14 まぐろ  445.0 382.3  ﾒﾊﾞﾁまぐろ・刺身用・ﾌﾞﾛｯｸ 100ｇ 

15 サーモン  311.0 300.0 ほぼチリ産でした 刺身用・ﾌﾞﾛｯｸ 100ｇ 

16 たらこ  291.3 271.7  塩すけそうだらの子 100ｇ 

17 豚肉  232.7 222.4  国産、肩ローススライス 100ｇ 

18 鶏肉  120.9 118.8  国産、もも肉（骨なし） 100ｇ 

19 生そば  110.3 96.8  ゆでていないもの 100ｇ 

20 みそ  312.2 303.9  750g・カップ入り １ｶｯﾌﾟ 

21 しょうゆ  305.9 319.1 ６ヶ月振りの値下がり 濃口・1ℓ・ポリ容器入り 1 本 

22 上白糖  217.0 224.2  1 ㎏・袋入り １袋 

23 小麦粉  290.1 287.9  1 ㎏・薄力粉 １袋 

24 マヨネーズ  262.0 258.3  350g 程度・ポリ容器入り １本 

25 サラダ油  415.9 432.1  1000g 程度・ポリ容器入り １本 

26 鶏卵  197.5 195.5  M 玉又は無記載・10 個入り １ｹｰｽ 

27 牛乳  229.7 210.0  1000 ㎖・低脂肪等は除く １本 

28 マーガリン  194.9 190.2  160g 程度・ポリ容器入り １箱 

29 食パン  182.9 176.3 ３ヶ月連続の値上がり 角食スライス、6 枚入り 1 袋 

30 家庭用灯油  120.6 119.9  ホームタンク用配達料込 １ℓ 

31 ガソリン  165.4 168.4  フルサービス １ℓ 

32 ガソリン  161.0 166.2  セルフサービス １ℓ 

消費生活川柳の紹介 佳作 （東小学校） 

ショッピング 財布のお金と にらめっこ 

食料品（毎月１０日調査、調査店舗９店舗） 

苫小牧市生活必需品価格動向表 （令和４年 5 月分） 

                                     

 市のホームページには６５品目６７銘柄を掲載していますので、ご覧ください。消費生活情報ＨＰ  

  http://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/kurashi/shohiseikatsu/seikatsubusshi/ 

≪価格動向表≫  
右の価格動向表の が付いている品目は、対前月平均価格に比べ５円以上の値動きがあ

った品目となっています。（値上りが 15 品目・値下がりが 6 品目） 

調査員からの情報・意見 

・玉ねぎの価格が高くなってきている。家庭料理によく使う野菜なので高騰が続くと

困る。 

・値段は据え置きになっているが、量を減らした商品（シャンプーやパン）が出てき

ている。 

・少しずつ道内産の野菜類が増えてきています。道外産の野菜類は、少し値段が高い

ように感じる。 

・「まがれい」や「ほっけ」など、先月は出回っていなかった魚が店頭に並びはじめて

きた。 

・牛肉の国産品の数が少なく、海外産の牛肉が売り場を占めているように感じる。 

・先月より、トマトやキュウリの品数が増えているように感じます。 

・子どもが果物好きなので、お弁当に入れてあげたいと思うが、高値でなかなか手を

出せません。 

・道内の養鶏場で鳥インフルエンザが発生し、殺処分したとの報道を聞き、卵の値段

の値上りを心配しましたが、調査日時点では値上りはしていなく安心しました。た

だ、今後の動向が気になります。 

・くらしのニュース５月号を「小学５年生の息子」と拝読しました。４/１２の委嘱状

交付式と説明会が掲載されていて「嬉しかった」のと、息子から「ママ頑張って

ね！」と応援されています。 

・春を感じる食材が豊富に並んでいました。初めて目にする山菜「すどき（すどけ）」

もあり、調査後に気になって購入してみました。食べるのがとても楽しみです。 

価格動向調査から分かったこと 
玉ねぎの価格が例年と比較し 2～３倍と高騰しています。高騰の要因として、 

①去年 7 月の記録的な猛暑に見舞われた道内では、雨不足でタマネギがしっかり成長する

ことができなかった。 

②春に出回る新タマネギも、産地の静岡県や鹿児島県などで生育不良となり出荷量が少な

いこと。 

③全体の約２割を占める海外からの輸入タマネギも、新型コロナの影響で滞り、需要と供

給のバランスが崩れていること。 

全国の玉ねぎの生産量の約 65％を北海道産が占めるため、収穫量減少の影響は全国に広

がっています。近年は、異常気象が多く発生しており、気象条件に大きく影響を受ける農作

物の今後の価格動向も気になるところです。 


